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氏 名 楠 見 紘 司  
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は，局所表面加熱された磁場下液体金属液膜流内に突起物を浸漬する新た
な温度混合法を提案し，磁場下の液体金属液膜流における温度混合特性について研
究した成果をまとめたものであり，得られた主な成果は次のとおりである．  
 
１． 数値解析および実験結果から，磁場の有無に関わらず，デルタ翼後流に発生す
る吸い込み渦が液膜表面から底面へ熱輸送を促進することを明らかにした．  
２． 横磁場および垂直磁場条件で３種類の単一突起物による熱輸送特性を取得し，
磁場配位に関わらずデルタ翼が高い壁面熱流束を示すことを明らかにした．  
３． 垂直磁場条件で液膜流表面温度を計測した結果，単一デルタ翼を設置すること
で，液膜表面の温度上昇を緩和できることを見出した．  
４． 壁面温度分布から，垂直磁場では磁場強度の増加に伴い高温部が上流側の加熱
源に近づくことが明らかとなり，加熱源の直下流の液膜流底面から効率的な除
熱が可能であるという示唆に富む結果を得た．  
５． 単一突起物の場合，横磁場では磁場強度の増加に伴い底面の高温域が下流側へ
移動し，垂直磁場では上流側へ移動する傾向が得られた．これは，MHD 効果に
よる液深方向流速分布の変化に起因することを数値解析から明らかにした． 
６． 横磁場では半球群碁盤配列のピッチ幅に最適値が存在すること，および磁場増
加に伴い底面の最大熱流束位置が上流側に移動し，単一突起物の場合とは逆の
傾向を示すことを明らかにした． 
７． 垂直磁場ではデルタ翼群千鳥配列が高熱輸送効率を示すことを明らかにした． 
８． 最適な突起物形状および配列について熱輸送効率の観点から総合的に評価・検
討した結果，異なる高さのデルタ翼を千鳥配列で交互に配列する方法が最適配
置であると結論付けた． 
９． 垂直磁場では突起物周囲の液膜底面に局所的に熱流束が集中することから，こ
の高熱流束領域を流路底面の裏面から衝突噴流で冷却する手法を提案した． 
 
本論文は，核融合炉ダイバータを液体金属液膜流で効率的に冷却する新たな方法を
提案し，その温度混合特性に関する研究成果をまとめたものであり，学術上，実際上
寄与するところが少なくない．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値
あるものと認める．また，平成３１年２月２６日，論文内容とそれに関連した事項に
ついて試問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認
し，合格と認めた． 
なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表 
に際しては，（平成３２年２月２７日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を
要約したものとすることを認める． 
 
 
